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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成21年６月26日に提出いたしました第29期（自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日）の有価証券報告

書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提

出するものであります。

 

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

第２　事業の状況

７　財政状態及び経営成績の分析

 

第３　設備の状況

１　設備投資等の概要

 

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は＿を付して表示しております。
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第一部 【企業情報】

第２ 【事業の状況】

７ 【財政状態及び経営成績の分析】

（訂正前）

以下の記述(「(1) 重要な会計方針及び見積り」から「(4) 経営成績の分析」まで)のうち、将来に関する

事項は、有価証券報告書提出日(平成21年６月26日)現在における、当社グループの判断に基づくものでありま

す。

(1)～(4) 　（省略）

(5) 継続企業の前提に関する重要事象等

継続企業の前提に関する重要事象等につきましては、「４　事業等のリスク　(当社グループ全体につい

て)　(1) 継続企業の前提に関する重要事象等」をご参照下さい。

 

（訂正後）

以下の記述(「(1) 重要な会計方針及び見積り」から「(5) 継続企業の前提に関する重要事象等」まで)の

うち、将来に関する事項は、有価証券報告書提出日(平成21年６月26日)現在における、当社グループの判断に

基づくものであります。

(1)～(4) 　（省略）

(5) 継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループには、当連結会計年度末日において継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象

及び状況が存在しておりますが、以下に記載のとおり解消に向かっておりますので、継続企業の前提に関す

る重要な不確実性は存在しないと判断しております。

 

①　当社グループの主要な事業である通販小売事業において、売上高は、前連結会計年度5,460百万円に対

し、当連結会計年度4,112百万円と減少いたしておりますが、販売促進費の削減(前連結会計年度1,426百

万円に対し、当連結会計年度859百万円)、人員の減少(通販小売事業の人員数は、前連結会計年度末135名

に対し、当連結会計年度末107名)及び本店の移転等によりコストを低減しており、同事業の損益状況は改

善傾向(通販小売事業の営業損益は、前連結会計年度の営業損失８百万円に対し、当連結会計年度の営業

利益137百万円)にあります。

 

②　当社グループは、業績低迷に伴う資金繰り状況の悪化から、当連結会計年度末日現在において、スケ

ジュールどおりの借入金返済及び社債償還が困難な状況となっておりましたが、当連結会計年度末日後

において借入れ先の各銀行との間で借り換え及び返済スケジュールの変更を行ったことにより、現状の

有利子負債の返済スケジュールは問題なく履行できるものと判断しております。
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第３ 【設備の状況】

１ 【設備投資等の概要】

（訂正前）

当連結会計年度におきましては、賃貸用オフィスビスに係る資本的支出を中心にグループ全体で34百万円の

設備投資を実施いたしました。

通販小売事業におきましては、新本社の内装工事等のため、15百万円の設備投資を実施いたしました。

不動産事業におきましては、賃貸用オフィスビスに係る資本的支出等のため、17百万円の設備投資を実施いた

しました。

 

（訂正後）

当連結会計年度におきましては、賃貸用オフィスビルに係る資本的支出を中心にグループ全体で34百万円の

設備投資を実施いたしました。

通販小売事業におきましては、新本社の内装工事等のため、15百万円の設備投資を実施いたしました。

不動産事業におきましては、賃貸用オフィスビルに係る資本的支出等のため、17百万円の設備投資を実施いた

しました。
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